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（５） ９時間の連続した休息時間より後の休息時間が確保されている場合

○ 予定された９時間の連続した休息時間より後の休息時間は、代償休息の対象となる労働が発生する前にあらかじめ付与することが決まってい

たものであっても、代償休息として充当することができる。

： 休息時間： 労働時間（凡例） ： 休息時間中にやむを得ない理由により労働した時間
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（４） ９時間を超える休息時間が付与されている場合

○ 事前に９時間を超える休息時間を確保した場合において、休息時間のうち９時間の連続した休息時間を超える分の時間については、やむを得な

い理由により労働が発生した場合にも、代償休息を付与する必要はない。

・ ・ ・

８ 23 ８

始業① 始業③

24時間
11時間21

始業②
24時間

９時間

８７

： 休息時間： 労働時間（凡例） ： 休息時間中にやむを得ない理由により労働した時間

４時間

代償休息として充当


